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役職： 准教授 

⽒名： ⼭⽥晃嗣 

活動の概要 

2015 年度にシステム系の契約更新のため、ネットワーク等のシステム関係の機器やサービス等

の調整等を実施した。また、スマートフォン・タブレット端末の福祉分野での活⽤研究会を開催

したり、名⼯⼤の先⽣らと共同研究等を⾏った。 

 

学内での活動 

1  情報学基礎の担当 

情報学基礎を安藤先⽣、⼩林孝浩先⽣らとともに担当した。授業ではヒト型ロボット Pepper を

使って⼤垣市内にある三城保育園の園児らとのワークショップの検討・実施を試みた。 

⽇時：2016 年 5 ⽉ 9 ⽇（⽉）〜5 ⽉ 31 ⽇（⽕）まで 

■実施場所 

⼤垣市⽴三城保育園 

2  システム委員会 

学内ネットワークや、学内サービス等のシステムに関する業務や、ネットワーク保守業者等との

定例会などに関わった。特に今年度で PC などの契約満了に伴う、次期リースなどについての検

討も⾏ってきた。また、IAMAS 2017（期間 2/23〜2/26）のネットワーク環境も新ネットワー

クに対応して利⽤できるように環境を整備するなど、ソフトピアジャパンの指定管理者・学⽣ら

と共と連携して⾏った。 

3  新ネットワークの運⽤・調整などについて 

本学のネットワークの運⽤が 2016 年度から新たにはじまり、学術認証フェデレーション・

eduroam への参加の他、ネットワーク環境構築後の不具合対応や利⽤⽅法の調整を業者らと検討

し実施した。 

4  学⻑適任者選挙管理委員会の副委員⻑ 

学⻑適任者選挙管理委員会の副委員⻑として学⻑適任者選挙に関わった。 

2016 年 11 ⽉ 4 ⽇〜2017 年 1 ⽉ 12 ⽇ 

 

学内外での活動 

1  スマートフォン・タブレット端末を福祉分野での活⽤研究会（座⻑） 

岐⾩県内の学校、岐⾩本巣特別⽀援学校、郡上特別⽀援学校、恵那特別⽀援学校、⽻島特別⽀援

学校（2016 年度開校）の 4 校と岐⾩県教育委員会、情報技術研究所、公益財団法⼈ソフトピア

ジャパンやその周辺の組織、NPO 法⼈バーチャルメディア⼯房ぎふ、⽇本福祉⼤学等で構成する

研究会の運営をしてきた。今年度も特別⽀援学校の喫茶サービス実習でタブレット端末やその他

の ICT 機器を活⽤した効果的な使⽤⽅法について検討・構築し、教育効果等に関してさまざまな

議論を⾏った。これらの活動は平成 28 年度⽂部科学省「特別⽀援教育に関する実践研究充実事

業（特別⽀援教育に関する NPO 等の活動・連携の⽀援に関する実践研究）」の⼀環として実施し
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た。 

2  ⽇本職業リハビリテーション学会にて就労⽀援を⽬的としたタブレット端末アプリ等について発表 

研究会で取り扱ったアプリの内容や効果などを⽇本職業リハビリテーション学会第 44 回京都⼤

会にて発表をした。 

会期：2016 年 8 ⽉ 26 ⽇（⾦）〜27 ⽇（⼟） 

発表：2016 年 8 ⽉２7 ⽇（⼟） 

タイトル：特別⽀援学校におけるタブレット端末等の ICT 機器を活⽤した職業体験学習の取り組

み 

場所：⽴命館⼤学 ⾐笠キャンパス 以学館 

3  岐⾩希望が丘特別⽀援学校で出前講義を⾏った。 

岐⾩希望が丘特別⽀援学校からの依頼により「ICT を活⽤したものづくり」の出前授業を実施し

た。 

実施⽇：2016 年 10 ⽉ 28 ⽇（⾦） 

4  「パナソニック研究財団平成 28 年度特別研究指定校」による実践研究の研究員として参加 

岐⾩県⽴郡上特別⽀援学校が道の駅にて⾏っている⽣徒たちの出前喫茶についてこれまで実施し

たことからアドバイス等を⾏った。 

⽇時：2016 年 11 ⽉ 11 ⽇（⾦）、2017 年 3 ⽉ 3 ⽇（⾦） 

場所：古今伝授の⾥道の駅やまとギャラリー 

5  公⽴⼤学協会情報部会に参加 

公⽴⼤学協会情報部会（会⻑校：秋⽥県⽴⼤学）に参加した。 

⽇時：2016 年 11 ⽉ 18 ⽇（⾦） 

場所：秋⽥ビューホテル 

6  岐⾩市近郊情報ネットワーク懇談会にて⼝頭発表 

IAMAS でのネットワーク環境を岐⾩市近郊情報ネットワーク懇談会のメンバーに向けて紹介を

した。 

タイトル：データセンターを利⽤したできるだけ⼤学に依存しない学内環境の構築 

⽇時：2016 年 12 ⽉ 2 ⽇（⾦） 

場所：岐⾩⼥⼦⼤学⽂化情報研究センター 

7  ATAC カンファレンス 2016 京都で発表 

上記の研究会で実施してきた、特別⽀援学校向けの喫茶接

客を⽀援するタブレット端末アプリを中⼼にその他の機

器や実践事例をポスター形式で紹介した。 

タイトル：「職業体験学習におけるタブレット端末等を活

⽤した⽅法の提案」 

⽇時：2016 年 12 ⽉ 10 ⽇（⼟） 
図 1 ATAC2016 での展⽰の様⼦ 
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場所：国⽴京都国際会館（京都市左京区宝ケ池） 

8  ⽇本リハビリテーション連携科学学会第 18 回⼤会にて今年度の内容を発表した。 

タイトル：他職種連携によるタブレット端末を活⽤した職業体験学習⽀援の取組み  

会期：2017 年 3 ⽉ 18 ⽇（⼟）〜19 ⽇（⽇） 

発表：2017 年 3 ⽉ 18 ⽇（⼟） 

場所：筑波⼤学東京キャンパス⽂京校舎 

9  Good Job! Center KASHIBA で⾏われたワークショップに参加 

就労⽀援施設である Good Job! Center にてデジタルファブリケーションなどを組み合わせた新

しい環境をどのように作り出すかというワークショップに参加した。 

期間：2017 年 3 ⽉ 27 ⽇、3 ⽉ 28 ⽇ 

10  「障がい児・者のタブレット活⽤セミナー」で発表 

平成 28 年度⽂部科学省委託事業 特別⽀援教育に関する NPO 等の活動・連携に関する実践研究

「特別⽀援学校の喫茶サービスにおけるタブレット端末を利⽤したシステムの活⽤」の成果を実

践研究報告として⼝頭発表した。同時にデモ体験できる時間も設けた。 

タイトル：特別⽀援学校の喫茶サービスにおけるタブレット端末を利⽤したシステムの活⽤法 

⽇時：2017 年 3 ⽉ 29 ⽇（⽔） 

場所：ソフトピアジャパン 10F 会議室 1 

11  感性情報等を扱った研究（共同研究） 

名古屋⼯業⼤学 中村先⽣、中京⼤学 加納先⽣らと共にロボットにおける感情をどのように捉

えるか、ロボットと⼈間が共⽣するためのキーとなる感性情報や接触等についての共同研究を⾏

った。 

 

学外での教育活動 

1  ⼤垣市総合計画審議会の委員として参加 

⼤垣市が策定する⼤垣市未来ビジョンに基本構想（平成 30 年度から平成 59 年度までの 30 年間

の構想）等の策定に関わった。 

2  朝⽇⼤学⻭科衛⽣⼠専⾨学校で講師 

朝⽇⼤学⻭科衛⽣⼠専⾨学校で、⾮常勤講師として「情報処理」の講義を担当した。 
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